
ス リナ ムの ジ ャワ人

関 本 照 夫

「外文明と内世界」とい う概念 と、 これか ら話す スリナムのことがどう関わるのか、まず考

えてみたい。 この概念はよるべき典拠 もない新 しいものなので、私なりに連想 してみた。 まず、

外にある、外か らくる文明というのは、常識的によ く語 られることであまり問題はないだろう。

「内世界」の方はいろいろな意味にとりうるが、 とりあえず外来の強い諸文明の影響を受け

なが らそれに呑み込まれず、相対的に独 自な生息空間と伝統を維持 している共同体の 「われわ

れ」意識を構成するのが 「内世界」であろう。 日本や東南アジアのい くっかの社会は、 こうし

た内世界のイメージで捉えやすい。 こうしたイメージで捉えやすい人間集団は、外に対する内

を実現する 「われわれの土地」として、十分な広 さの地理的空間を排他的に占有 している。排

他的に占有 とは、他の集団の者の侵入を文字 どおり許 さないということではな く、例えば、マ

レー人が我々はブ ミプ トラだとい うように、ここは本来われわれの土地だ という空間を もって

いるとい うことである。っ まり 「内世界」を語 るには相対的に安定 した 「内」を保ちうる政治

的条件が必要である。そ うすると例えば、 インドネ シアのチャイニーズやカンボジャ、ベ トナ

ムのチャムにとっての 「内世界」とは何だろうか。 「内世界」を他と区別 された 「われわれ」

意識の内実 と考えれば、彼 らにも 「内世界」はある。 しか しそれは安定 した均質の共同の表象

とは言い難 く、はるかに流動的で焦点を結びにくい ものではないだろうか。

地図上 に空間を区切 ってそれぞれそこに住む人間集団の個性や伝統を考えるやり方は、現代

世界の常識的思考であるが、そ うした分類からはみ出 して しまう人々の存在を忘れさせて しま

う。また、地図をい くつ もの空間に区切って人間を分類す るのはこの世界は政治権力の作用で

あるのに、事態を生物種問の棲み分けのような ものに見せて しまうところはないだろうか。ス

リナムの ジャワ人 もまた自分達の固有の共同空間をいくっかの村を越えた規模では持っていな

い。彼等は近代の世界経済とオランダの政治権力の作用により、たまたまスリナムと呼ばれる

土地に置かれて しまった。 このごく小規模で孤立 した移民集団 は、カ リブ海にせよ東南アジア

にせよ地域研究の枠に納ま りに くく、また彼 らの 「内世界」は焦点を結ぶべき安定 した空間を

与え られていない。だが逆 にその事 によって、世界を地図上で面に区切る事か ら出発する地域

研究の方法の限界を、明 らかに して くれるので はないかと考えているのである。

スリナムをふ くむカ リブ地域の国々は、19世 紀の半ばまでに、奴隷制度が廃止 され るに伴い、

農園労働力の不足を補 うためアジアか ら年季契約労働の移民を導入 した。最初は中国人だった

が、次 に長期にわた り大量 に移住 したのはイ ンド人だった。そ して、様 々な地域か らやってき
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た人々と、その子孫か ら成る国 々ができあが った。そのため三重、四重の多言語使用、多様な

クレオール言語の発達が この地域の 日常とな って今 日に至 る。カ リブ地域 には英領、仏領、西

領の植民地が混在す る中に、7地 域か らなる蘭領西イ ンド植民地が存在 した。 スリナムはその

一っであ り1975年 に独立 した。この国は、小 さな人 口がエスニ ックに分岐 し、また国民的統一

のシンボルに乏 しい。アフ リカ系クレオール(奴 隷解放後、お もに都市部に定住 したアフ リカ

系の住民 とその混血を指 して言 う)と イ ン ド系住民が二つの優勢な集団をな して拮抗 し、少数

の華人がいるという点では他のカ リブ地域の国 と似ているが、ス リナムはさらにジャワ人の集

団を擁 している。 この点でス リナムのジャワ人はカリブ地域で孤立 し、またこの国 自体がオラ

ンダ語圏であるため、南北アメ リカ大陸全体の中で孤立 している。っ まりス リナムのジャワ人

は二重に孤立 している。

1890年 か ら1939年 までの間毎年のように、合計33,000人 の ジャワ人が スリナムに運ばれてき

た。彼 らは白人が経営する私営プランテーションの契約労働者として5年 間働 き、年季が明け

た者の内23.3%は 農園会社の費用でジャワに帰 ったが、残 りの者は土地を与え られ 自営小農

としてス リナムに住みっ くことにな った。ス リナム定住という選択 は、多 くの場合消極的な選

択であ った。すなわち帰 ってもあてが無 いとか、 とりあえず家が もらえるというのでそうして

しまったか、希望すればジャワに帰れることを知 らなかったか らであ る。彼 らにとってジャワ

は常 に望郷の思いの対象であった。 また時折ユー トピア的な観念が ジャワに投影 され、 「ジャ

ワからの迎えの船がまもなく港にっ く」という、ほとんど千年王国的な帰郷運動が彼 らの幻想

を組織 した。

大戦前の ジャワ人 は、大体がプラ ンテー ションと農村に住んでいた。そ こか ら抜 け出すには

オランダ語の能力が必要だ ったが、ジャワ人子弟への本格的な学校教育が徐々に普及 し出すの

は、第二次大戦後のことであった。 この教育の遅れが、ス リナムの ジャワ人を自分達だけの世

界に閉 じ込あ、クレオールやイ ンド人に対する政治 ・経済 ・社会上の劣位をもた らした直接の

理由である。 クレオールや、先に社会的に上昇をはた したイン ド人か らは二級市民 と見下され

た。 ジャワ人は根 っか らの農民であり、 自分達の ジャワ語 とジャワ文化の世界にのみ閉 じ込 も

り、文化的に著 しく保守的であるとい うステレオタイプは、 この時期 にできあがる。これは今

日まで、 クレオールとイン ド人の意識、 さらにはス リナム研究文献を も支配 している。 この こ

とを、19世 紀以降の ジャワがオランダ権力という圧倒的に強い異質な力に直面 して以来の、歴

史的に形成された ジャワ人の自文化内向的な適応の様式が、ス リナムに持 ち込 まれたというふ

うに見ることもで きるであろう。
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ただジャワと違ってスリナムには、そうしたジャワ文化を価値づけ、一つの型に規範化す る

政治的力は存在 しなかった。 ジャワ語の敬語法、スラマタン儀礼、影絵芝居、ガメラン音楽、

舞踊、演劇、拳法等々、 ジャワ文化を構成するとされる代表的な要素の多 くがスリナムの ジャ

ワ人の間で見出される。だがそれ らの個々の中身は、現在のジャワに見出されるものと異なる

点 も多い。 ジャワ人のス リナムへの移民は例外な く下層の出身で、宮廷文化的な洗練の要素を

ス リナムに伝え る担い手は最初か ら存在 しなかった。また、ス リナムの ジャワ文化は、様 々な

地域か らばらばらに徴募 された互いに見知 らぬ者達が、船中で知りあいプランテーションで共

に働 く中で、寄せ集めたありあわせの材料 と記憶か ら即興的に再構成 されていった ものである。

オランダの政治的 ・文化的権力、それに従属 したジャワの宮廷、知識人の民族主義運動 とそれ

か ら生まれたイ ン ドネシア国家 とい う環境の中で規範が与え られ、階層的に 「洗練」 された

ジャワ島のジャワ文化 と、下層労働者が異郷で再構成 したス リナム ・ジャワ文化とは、個 々の

項 目の名称が共通 して も、実現 され る細部 と全体のパ ターンが大 きく異 なっている。ただ し、

彼 らは長年、自分達が ジャワ島のジャワ人と同 じ習慣 と流儀の世界に生 きて いると思い込んで

いた。彼 らが 自分達を最下層労働者と して しか扱わない環境の中で、想像の ジャワ世界の中に

自己を見出していたのは当然の ことである。

しか し最初の移民か ら百年 たった現在、ス リナムの ジャワ文化はジャワ島の文化とは別のも

のだという意識がようや く育ち始めている。その背景には、第二次大戦中か らゆっくり進行 し

始めたス リナム ・ジャワ人の地位の上昇 と、独立後のイン ドネシアが自分達にとって外国なの

だ という事実の発見があった。農村 に閉 じ込め られていたジャワ人が外の世界 に出て行 くきっ

かけとなったのは、大戦に伴 うアメ リカ軍基地の土木工事であった。一方、大戦前の時期から

オランダ教育を受 ける子供達 も次第に増え始め、大戦後には、小学校を終え就労に必要な初歩

のオランダ語を身 につける者、さらに首都の寄宿制中学を卒業 して、都市的なホワイ トカラー

の仕事に就 く若者 も現れ始めた。同 じく大戦後にス リナムの自治が認め られ、民族系列別諸政

党が結成 され ジャワ人の政党 もできた。政党が票を獲得する最良の手段は支持者に公務員の職

を与えることだ ったので、 ジャワ人の中にも伝令 ・大工等の下級公務員職に就 く者が次第 に増

えていった。

大戦後徐々に社会関係が変化す る中で、 ジャワ人は次第に、ス リナムの複合社会の中で地歩

を築いていったわけだが、それは個々人の生活上昇のための努力の結果として、 いわば非 自覚

的に進んだ過程だ った。例えば合衆国への後発移民とは違い、民族を越えたスリナム人の理念、

ス リナム ・ナショナ リズムといった ものは、現在までほとん ど未発達のままであ る。それはま
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た、エスニ シティーというものが政治的主張 と して均質化 された強い表現を とらず、生 まれ

育った環境の中でおのずと身にっいた様々な生活の流儀の集合に留まっているということでもある。

1949年 にイン ドネシアが独立す ると、民族主義への共感、 イン ドネ シアでより豊かな暮 しが

できるので はないか という期待が広まった。 ジャワ人大衆の間では再 び幻想的な帰郷運動が広

まり、多 くの人々が家財を売 り払い港で来 るはずのないイン ドネシアか らの迎えの船を待 った。

また教育程度が高 く資力のある者の一部は自費でイン ドネシアに帰 って行 った。 しか し、イ ン

ドネシア政府 はジャワへの再移住を認めないので、西 スマ トラの奥地 に入植す ることになる。

その後、教育や資格のない者にとって はイン ドネシアの暮 しは厳 しいものだという便 りや噂が

伝わり、またスリナムに帰 って くる者 もいた。ス リナムのイ ンドネシア総領事館も、帰国を勧

めない、認めないという方針をとり、やがて帰郷熱は消えていく。現実のイ ンドネシアと、彼

らの共同体幻想が仮託 され るイメージとしてのイ ンドネシアとのずれが次第 に明らかにな って

いく。すなわち今 日に至るまで、ス リナムのジャワ人の多 くがイン ドネシアとはジャワ島のこ

とと思 っており、それ以外の多 くの地域を含む多民族国家とい うイメージは持 っていない。

ス リナムの社会変化 と、 イン ドネ シアへの期待、幻想の破綻の中で、ようや くス リナムの

ジャワ人 はス リナムでの暮 しの安定 と上昇 につとめることになる。幸いにも、大戦後1975年 の

独立までのスリナムはボーキサイ ト産業が発達 し、オランダの傘下で情勢 も安定 し、暮 しやす

い所であ った。 またオランダ語を不 自由な くあやっる都市中流のジャワ人が増え、村 も都市に

通勤する兼業農家の村に変わ っていった。

ところが独立以降、軍事 クーデター、オランダ政府の援助停止等々によ り、そういった一時

的な繁栄と安定 は崩れて しまい、独立直前 から始まったオランダへの移住の波は、オランダ政

府の厳 しい制限 にもかかわ らず現在に至 るまで絶えることがない。現在ス リナムの人口は約40

万、それに対 して20万 のス リナム人がオラ ンダに住んでいると推定されている。 ここで興味深

いのは、オランダのス リナム ・ジャワ人の中に 「暖か く陽光のそそ ぐスリナム」への強いノス

タルジーと、ス リナム ・ジャワ文化を守 り育て ようという組織運動が育 っていることである。

「われわれの故郷ス リナム」という意識が、初めて印刷物やポピュラー音楽の媒体にの って形

をとりつっある。こうした動きはスリナムに残 っているジャワ人の中で も、大学 レベルの教育

を受けた少数の若者達 に影響を与え始めている。だが他の多 くのス リナム ・ジャワ人にとって

独立以後の混乱は、自らの文化に安定 した形を与えてつな ぎ止める空間、すなわち自分達の土

地がないという事実を再認識させただけの ことであ った。

このように、都市化、多言語使用の普遍化、職業の多様化により、ス リナム ・ジャワ人の文
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化的表現 は多様化 していった。過去のス リナム ・ジャワ人に関する研究文献が前提 していたよ

うな彼 らの文化的均質性 は現在では存在 しない。

言語に例を とるなら、一方でジャワ語が自分の言葉であることに何の疑い も抱かない者 も多

いが、また、オランダ語、ジャワ語、スラナ ン語の間を 自由に飛 び交 って話 し、その内の何が

母語だとも言えない者 もいる。ジャワ語、スラナ ン語 は理解す るが、 自分の言葉 はオラ ンダ語

だという者 もいる。未だにまった くジャワ語が支配 しているように見えるい くっかの ジャワ人

の村で も、若い母親が幼児に話 しかけている言葉は、ジャワ語の語彙をまじえたオランダ語だ

ということに気づ く。 しか もオランダ人は、ス リナム ・ジャワ人のオラ ンダ語は しば しば理解

できない と眉 をひそめるし、イン ドネシアか らきたジャワ人 は、 これはひど く崩れた ジャワ語

だという。 ジャワ人の中でいろいろな意味や程度で社会の リーダーたろ うとする者は、何が正

しく何が間違 っているかいろいろ説を立てよ うとするが、決着はっかない。誰かの説を正 しい

権威 とすべ き制度 と機構が、 ジャワ人社会の中にはないからである。そもそも規範を立て、そ

れを印刷その他の複製技術で固定 し普及する可能性を与えられているのは、官庁、 ビジネス、

出版 ジャーナ リズム、学校の言葉であるオラ ンダ語だけである。

言語の こうした状態を、言語学でヴァナキュラー(地 方語、民間語、日常 口語)と 呼ぶ。ス

リナム ・ジャワ人の文化状況 は、 とりわけジャワ島の ジャワ文化 と比べた時、宗教や儀礼にせ

よ、また音楽芸能の分野にせよ、すべてがヴァナキュラーである。多様であり、安定せず、静

止画を作 らない。イ ンドネシアの ジャワ島において も、世 界のどこで も、文化表現の日常的形

態 はそ うしたものである。ただジャワ島には曳表現 に規範と安定 した形を与え、権威づけ られ

た ものを大量に反復再生す る制度、機構が歴史的に存在 した。今 日もそれは、イン ドネシア国

家 と国民社会のエ リー トとして存在 している。それは政治権力と、それ と絡み合 った社会的 ・

文化的階層制である。

結局 「内世界」というのは、ヴァナキュラーの ことだろうか。 それ ともヴ ァナキュラーが権

力作用によって規範化され整序され、 もはやヴァナキュラーではなくな った ものの ことだろう

か。 ジャワ社会や日本社会が、外文明に対 し内世界を持っというような文脈では、それは後者

の ことであろ う。そ うだ とすれば、一個の社会が有機体のように外部か ら.物質を取り入れ、消

化 したり、免疫作用で排除 して内部 システムを守 るという比喩は排除 し、政治的力が 自己の支

配する空間の根拠づけのために、いかに文化的規範を作 っていくかを問うべ きであろう。ある

いは、 「内世界」 という言葉で何かの安定 した実体を考えるのではな『く、ヴァナキュラーが規

範化されヴァナキ ュラーでな くなってい く過程の規制を考えるべ きだろう。
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スリナムのジャワ人の事例は、ヴァナキュラーがそれを規制す る正統の重 しを与えられずに

放置されている例 として興味深い。ヴァナキュラーの元来の意味 は、普遍化す る力に対 して土

地 ごとの個別的な ものを含意する。ス リナム ・ジャワ人の文化表現は、 しかるべき 「本来」の

土地に根づいていない。だがヴァナキュラーを、たまたまそ こに置かれたものと見ず に、ある

土地と必然的に分かち難 く結び付いていると見 る時には、すでに規範化、脱ヴァナキュラー化

が始まっているのではなかろ うか。

コ メ ン ト

弘 末 雅 士

私 も同 じ 「外文明 と内世界」という班に属 しており、 この班のテーマが当初どういうものを

目指 してきたか、また関本 さんによって提起されたような問題 というのは、その中でどのよう

な位置を占めているのか、そ うい う点 にっいて コメン トさせて頂 こうと思 う。 この班 は、東南

アジアが東西の狭 間の世界として、普遍的なベ ク トルをもっ様々な外文明の影響を受 けなが ら、

自らの固有性を主張する空間を形成することを外 と内の両者の関連の中で捉えようということ

でスター トしたわけである。

私はスマ トラ島を専門に してい るが、スマ トラ島の内陸社会や ジャワ世界、さらにはイ ンド

ネ シアはいずれも、外からの文明を伝える窓口となった開かれたフロンティア空間を通 して、

自らの固有性を捉えかえす ことによって、独 自の空間を作 り上げたのであ った。その際、いわ

ばフロンティアか ら還流 してい く部分というか、 「凱旋 した」部分の方ばか り考えて、それに

よ って 「内世界」の固有空間が生まれて くるのだ というふうに考えていた。 しか し実際は、内

か ら外に行 くと直接 には還ってこない動 きとい うのがた くさんある。本 日の報告によると、ス

リナムに移住 した ジャワ人は、第一世代の人がジャワのふるさと世界を保持 していたが、やが

て新生国家成立とともに、イン ドネシァという国に対する幻想を持っに至る。ところが間 もな

くそれが幻滅へと変わ り、人 々はインドネシアを外国視することによって、 自分達の観念上の

ジャワ世界か ら切 り離されて しまう。それでは彼 らはス リナム人 としての意識を今度は強烈 に

持 って くるか というとそうで もない。む しろ逆にインド系の人々、クレオールの人々との違い

をまた鮮明に意識 してい く。 タイ トな世界というものか ら、離脱 した こういった 「われわれ意

識」の希薄な人々というものの存在を、 「外文明と内世界」の図式の中で も解明する必要があ
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るのではないのか。還流 して来る場合を考える際において も、還流 しない人々との関係がどう

なって いるかということは重要な問題である。かって は観念上の ジャワに自分達の故郷があっ

たものがそれか ら離脱 して しまい、それかといって、 まだス リナムの ことを必然的な自分の故

郷 と思 っていない人々の存在が、 これか ら先い ったいどういう役割を果 してい くのだろうか。

そ ういった無所属的な性格を持 っている人々が、広い意味での 「外文明」の一部にな ってい く

のだろ うか。あるいは別の 「内世界」 というものを作 り出 していくのだろうか。私はいろんな

意味でその動向が非常に興味深い。

「外文明」というのはなんとな く出発点と して理解できるというお話があったが、そもそも

「外文明」とい うものが もた らされて来 る過程に於て、無所属の人 々の存在 とい うのは非常に

重要な役割を果た しているように思われる。イスラーム文明にせ よ、ヨーロッパ文明 にせ よ、東

南ア ジアの中にそれが もた らされて来る際に、そ ういう人々の担 った役割 というのは少なか ら

ぬ ものがあった。そういう無国籍・無所属という人々の意味をあらためて考え させ られた。

「外文明と内世界」とい うテーマ は、 こうした両者の相互の流れを通 して、 「外文明」を

「外文明」た らしめているもの、 「内世界」を 「内世界」た らしめているものは何であろうか

ということを同時に考えねばならないであろ う。それ はまた、報告の中での、規範たらしめる

政治権 力という問題 とも関連 しており、そういうものの形成の され方を考える必要性を提起 し

た本 日のス リナムの ジャワ人の事例に私自身大変刺激を受けた。

質疑応答

川崎有三 思想という点で見ると、ジャワと

してのネッ トワークはないかもしれない。 し

か し、 ワール ドワイ ドなもの、例えばイス

ラームの要素がこの移民達の間にあったので

はないか?も しあったな ら、強力なイスラー

ムの何かで、もっと外に向かって広がる契機

があったように思える。そのへんの事実関係

を聞かせて頂 きたい。

関本 広いイスラーム世界につながるために

はイスラームの知識入が必要だと思 う。当初

ス リナムにやって来たジャワ人は皆、なんら

かの意味でムス リムで、現在20%が キ リス ト

教徒だが、その他の大多数 はムスリムである。

しか し現在に至るまで、イスラーム世界につ

なが るカルチュラルブローカーがいないので、

イスラームによって何かっながるということ

にはならないと言える。またス リナムのムス

リム人口をエスニックに分けると、一番多い

のはインド人、次にジャワ人、クレオールで

ある。そして現在に至 るまでモスクは全 く民
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族別で、統一の動きはない。言語が違うか ら ではない。一つ重要なのは、イン ドネシア独

出来ないというのが彼 らの理由である。 立後70年 代まで、イ ン ドネシア総領事館が

土屋健治 カルチュラルブローカーというこ ジャワ文化純化運動を熱心に行なっていた。

とでいえば、例えばジャワのス リンピなりワ 正 しいジャワ語や踊り等を教え、才能のある

ヤンなりの文化要素をスリナムに伝える仲立 ものはジャワに留学させる。 しか しそこでむ

ちとなった人達はどういう人なのか。それに しろ細部におけるス リナムとジャワの大 きな

関連 して、ス リンピで もワヤンで もいいんだ 違いが顕在化し、スリナム ・ジャワ人の側は

が、それは市場性を持っているのか、それと インドネシア人がなんと言おうと、これが自

も例えば日本人社会が夏になると日本人学校 分達の文化であるという意識を発達させてい

とかで盆踊 りをやるというような、その手の く。む しろネガティブな意味で、インドネシ

話なのかどうか伺いたい。 ア総領事館の果たした役割があるといえる。

関本 文献で見る限りでは、移民労働者の中 次の質問だが、プロの芸人はいない。現在一

のたまたま歌や踊 りをた しなんでいる者が始 番人気の高い大衆演劇のル ドルック劇団にセ

めただけで、専門的芸能者が渡って来たわけ ミプロがいるくらいである。

固めた生ゴムを荷積みする(ス マ トラ)
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